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10 ママパパ震災体験談 17 新型コロナウイルス 42 全国学力・学習状況調査
感染症関連

ま
ち
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム



上／高槻城北郵便局から国道171号の高槻警察署前交差点には楽器演奏者らしきオブジェが　下／けやき
通りのチェーンポールは色もカタチもまさに銅鐸！

x
道路脇・公園

パブリックアート

素
通
り
し
て
な
い
？

ま
ち
な
か
の
ゆ
る
か
わ
オ
ブ
ジ
ェ
た
ち

さすが歴史タウン！ まちを歩けば古代にあたる !?

ハニワ工場公園に近いエリアにある喜怒哀楽の表情豊かなはにわ
たち。公園へつながる小道の入口にも

さりげなく「古代」を主張する銅鐸をモチーフにしたポール（中）。
公園入口のポールや、付近の街路灯の下部もどこか似ている？

公園の西側から高校の前、野見町あたりまでの間の道沿いに、等間隔に並んでいる。リスや鳥、うさぎなどで、表情やデザインがそれぞれ違っているのがおもしろい

高槻城公園～槻の木高校前にたたずむ動物オブジェ

ホルンやチェロ、アコーディオンなどさまざまな楽器を手にした音楽家たちと、演奏を楽しむ観客のオブジェ群。演奏会が行われる高槻現代劇場の近くで芸術ムードを
盛り上げている？ 

高槻現代劇場に誘う演奏家たちの野外音楽会

園内には弥生時代や安満遺跡の出土品にちなんだオブジェが点在。南エントランスには祭祀用の黒と赤の模様の壺や農具のモニュメント、他の入口にも同様の壺が、
それぞれ違う形の土器とセットで設置されている。メインエントランスからの環濠入口にある鳥がついた門柱の前の壺はかなり巨大

はにわ 
at 上土室北公園周辺

弥 生 
at 安満遺跡公園

銅 鐸 
at けやき通り＆高槻城公園周辺

　い
つ
も
何
気
な
く
通
り
過
ぎ
て
い
る
高
槻
の
ま
ち
。で
も
よ
く

見
れ
ば
、変
わ
っ
た
カ
タ
チ
を
し
た
も
の
が
さ
り
げ
な
く
景
色
に

溶
け
込
ん
で
い
る
。公
共
空
間
に
置
か
れ
た
ア
ー
ト
を
パ
ブ
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
と
い
う
け
れ
ど
、「
な
ん
だ
か
か
わ
い
い
」「
お
も
し
ろ
い
」と

思
え
ば
、な
ん
で
も
ア
ー
ト
に
見
え
て
く
る
は
ず
。お
出
か
け
つ
い
で

に
ま
ち
な
か
を
探
検
し
て
み
て
は
い
か
が
。

インスタグラム高槻市公式アカウントで「たかつきDAYS」1月号特集のこぼれ話を配信中！03 02



x
ま　ち

建　築

キリシタン大名・高山右近を記念して、昭和37年、ゆかりの
地に建てられた聖堂は、右近が生涯を終えたフィリピン・アン
ティポロの聖母大聖堂がモデル。緑青色のドーム屋根や
花形のステンドグラスをはめ込んだ丸窓などが印象的。

上／富田団地の入り口を飾るパーゴラ柱の壁面は、平成6年に団地の子どもたちが小さなタイルを張り合わ
せてつくった絵を埋め込んだもの　下／高槻・阿武山八番街にある彫刻家・川島慶樹さん制作のアート作品
は大阪芸術大学の学生と住人によるARアニメーションの舞台にもなった

x
団　地

パブリックアート

ア
ー
ト
が
生
活
の
一
部
に
あ
る
魅
力

暮
ら
し
を
楽
し
く
す
る
ア
ー
ト
の
可
能
性

敷
地
内
に
ア
ー
ト
が
点
在
す
る
U
R
都
市
機
構
の
富
田
団
地
と
高

槻
・
阿
武
山
団
地
。こ
こ
で
は
団
地
の
魅
力
づ
く
り
と
し
て
パ
ブ

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
取
り
入
れ
て
き
た
。ま
た
住
人
に
、ア
ー
ト
を
よ

り
身
近
な
も
の
に
し
て
も
ら
う
た
め
、大
阪
芸
術
大
学
と
の
協

働
に
よ
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
。自
分
ら
し
く
楽
し
む

ほ
ど
魅
力
を
増
す
ア
ー
ト
が
団
地
へ
の
愛
着
も
育
ん
で
い
る
。

ま
ち
か
ど
の
レ
ト
ロ
な
洋
風
建
築
は

見
ご
た
え
た
っ
ぷ
り
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

高
槻
に
は
、建
築
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
る
近
代
西
洋
建
築
も
残
っ
て

い
る
。国
の
登
録
文
化
財
も
あ
る
建
築
物
は
、あ
る
種
、パ
ブ
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
と
い
え
る
存
在
。趣
の
あ
る
た
た
ず
ま
い
に
一
度
目
を
と
め

る
と
、ま
る
で
ア
ー
ト
の
見
本
市
の
よ
う
に
、外
観
だ
け
で
な
く

細
か
な
部
分
に
ま
で
い
く
つ
も
見
ど
こ
ろ
を
発
見
で
き
る
。建
物

ご
と
に
違
う
個
性
を
感
じ
な
が
ら
め
ぐ
っ
て
み
よ
う
。

カトリック高槻教会

建築家ウィリアム・メレル・ヴォーリズの設計で昭和5年に建
てられた校舎のうち、この別館だけが創立当時のまま残され
ている。異国情緒がただよう外観は、現代医学のルーツの
ひとつである中世イスラムの様式を取り入れたもの。

クラシカルな空間で食事や展示、古代体験
などが楽しめる。当時の建具を探す楽しみも

天気のいい日は、色ガラスを通した黄金色の
光が、アーチをいかした教会内を美しく照らす

円柱が神殿のようにそそり立つ玄関、円や角
などを取り混ぜた窓など印象的な意匠が随所に

アラベスク装飾やアーチなどが特徴。階段講
堂はどこに座っても先生の手元が見える設計

大阪医科薬科大学 歴史資料館

公園の中心部にある洋館は、昭和5年建築の本館を中心
とした旧京都大学農場の建物群。赤い切妻屋根と白い壁
の統一感ある4棟を、それぞれ外観はもとのまま、レストラン
や展示館などにリノベーションした。

安満遺跡公園 歴史拠点

地震・防災サイエンスミュージアムとなっている昭和5年の
建築物。堂 と々した建物には荘厳さがあり、撮影ロケ地として
何度も活用されている。JRの車窓からも目立つ白い塔の
内部は、壁面に窓が並ぶ繊細なデザインがフォトジェニック。

京都大学 阿武山観測所

※大阪医科薬科大学 歴史資料館の見学は要事前予約（TEL.072・684・6738）、
　京都大学 阿武山観測所は、定期的に行われる見学会でのみ見学が可能（問合先 opentour@abuyama.com）05 04



　「
団
地
を
ふ
る
さ
と
に
す
る
」と
い
う

考
え
方
で
積
極
的
に
ア
ー
ト
を
取
り
入
れ

て
い
る
U
R
賃
貸
住
宅
。と
く
に
富
田
団
地

で
は
、自
治
会
主
催
の
行
事
と
ア
ー
ト
を

結
び
つ
け
る
こ
と
で
住
民
の
き
ず
な
を
深

め
、思
い
出
に
残
る
風
景
を
つ
く
り
あ
げ

て
き
た
。大
阪
芸
術
大
学
の
学
生
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
も
好
評
で
、最
近
は
近
隣

の
人
々
に
も
開
か
れ
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

も
設
置
さ
れ
た
。

　「
行
事
に
も
ア
ー
ト
に
も
人
を
つ
な
ぐ

力
が
あ
り
ま
す
。つ
な
が
り
が
強
く
な
る

ほ
ど
、地
域
の
防
災
力
も
向
上
し
ま
す
」

と
澁
谷
さ
ん
。ア
ー
ト
が
身
近
に
あ
る

暮
ら
し
は
、団
地
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
の

「
ふ
る
さ
と
の
記
憶
」と
し
て
、鮮
や
か
に

刻
ま
れ
て
い
く
は
ず
だ
。

団地内には遊び心あふれるサインなどのアートがたくさん。大阪芸術大学の学生とのワークショップでは、団地恒例の鯉のぼり行事にあわせて、古着を鱗型に切り
合わせた鯉のぼりなどを手づくり。芋掘りでは芋版、またどんと焼きや団地にゆかりの深い白鷺をテーマにしたイベントで住民たちと一緒にアートを楽しんだ

見る角度でさまざまに表情を変えるアートがあちこちに。団地住民とのワークショップでは、ARアニメーションのキャラクター開発をはじめ、
牛乳パックでつくった和紙で木の葉を作り広場を飾ったり、ペーパーフラワーを作ったりするアートカフェなどの試みが行われた

阿武山公民館前（上・
中）や奈佐原西公園

（下）をはじめ、団地界
隈にもパブリックアート
がたくさん

八番街にあるアート作品にARを用いて新しい楽しみ方を提案した「ARアニ
メーション～『Mar Magician』から生まれた阿武山の精～」。期間中、作品に
設置された二次元コードをスマホで読み取ると、団地住民がワークショップで制作
したキャラクター原画がアニメーションで現れる仕掛けだった

生活にアートを組み込む富田団地

ア
ー
ト
で
つ
な
が
る

住
民
同
士
の
心
と
き
ず
な

　
平
成
初
期
頃
か
ら
建
て
ら
れ
た
高
槻
・

阿
武
山
団
地
に
は
数
多
く
の
現
代
ア
ー
ト

が
あ
る
。
そ
こ
に
Ａ
Ｒ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を

融
合
さ
せ
た
り
、
ア
ー
ト
カ
フェ
を
開
い
て

住
民
と
対
話
を
重
ね
た
り
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
ア
ー
ト
の
楽
し
み
方
を
提
案
し
た

の
が
、
谷
教
授
が
率
い
る
学
生
た
ち
だ
。

　「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
に
は
見
て
ふ
れ
て

自
由
に
想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
こ
と
で
、

暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
力
が
あ
り
ま
す
」

と
谷
教
授
。
ま
ち
か
ど
で
お
も
し
ろ
そ

う
な
モ
ノ
を
見
つ
け
た
ら
、
親
子
や
友
達

同
士
で
「
こ
れ
、
ど
う
思
う
？
」
な
ん
て

話
す
だ
け
で
も
楽
し
そ
う
。「
高
槻
の
あ

ち
こ
ち
で
ア
ー
ト
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
す

人
が
増
え
て
く
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」。

現代アートと暮らす高槻・阿武山団地

ア
ー
ト
を
楽
し
む
日
常
が

団
地
や
ま
ち
を
輝
か
せ
る

アートは暮らしの一部。
富田団地住民の
きずなの象徴です

富田団地 自治会長
澁谷哲男さん

現代アートの
楽しみ方は自由。何これ？
から始めてみては

大阪芸術大学芸術計画学科 教授
谷悟さん

建物を彩るかわいい壁画など、緑豊かな敷地のなかに親しみを感じるパブリックアー
トが自然と溶けこんでいる。黄色の案内線が楽しいウオーキングコースに誘われて
団地内を歩くと、ユーモラスなアートと出合えるのもおもしろい

オブジェやベンチ、壁面アートなどがまちのシンボルとして存在。学生たちは七番街の広
場や八番街のオブジェを中心に住民参加型のプロジェクトを展開。敷地内のアート
にあらためて注目する機会をつくった

自治会活動が
活発で毎月のように
楽しい行事が

x
団　地

パブリックアート

※当時のARアニメーションの映像はYouTubeで視聴可能。「美団地KANSAI阿武山アートカレッジARアニメーション」で検索を
※富田団地と阿武山団地で行われた「大阪芸術大学×UR アートプロジェクト」は、UR都市機構のウェブマガジン「うちまちだんち」の「美団地アーカイブ」で紹介されている

…協力：UR都市機構
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